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二
〇
二
一
年
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
か
ら
の
経
済
回
復
に
伴
う
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
急
拡
大
に
加
え
て
、
二
〇

二
二
年
二
月
に
は
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
侵
攻
し
た
こ
と
で
、
世
界
的
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
給
の
逼
迫
と
価
格
高
騰
が
生
じ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
と

気
候
変
動
対
策
に
貢
献
す
る
原
子
力
が
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
日
本
原
子
力
産
業
協
会
が
発
表
し
た
最

新
の
統
計
に
よ
る
と
、
二
〇
二
三
年
一
月
時

点
で
、
世
界
で
は
合
計
で
四
三
一
基
の
原
子

力
プ
ラ
ン
ト
が
運
転
中
と
な
っ
て
お
り
、
原

子
力
発
電
設
備
容
量
の
合
計
は
四
億
九
二

八
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
上
り
ま
す
。

北
米
・
欧
州
各
国
の
動
き
が
活
発
化

　

世
界
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
が
起
こ
る

中
で
、
欧
州
各
国
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

に
関
す
る
政
策
を
発
表
し
ま
し
た
。
政
策
で

は
、
原
子
力
を
推
進
・
拡
大
化
す
る
こ
と
を

明
確
に
し
て
お
り
、
特
に
小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル

炉
（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）
の
実
用
化
に
向
け
て
開
発
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
二
〇
二
二
年
に
パ
リ
セ

ー
ド
原
子
力
発
電
所
が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た

が
、
約
三
〇
年
ぶ
り
の
新
規
建
設
と
な
る
ジ

世
界
で
運
転
し
て
い
る
原
子
力

発
電
所
は
四
三
一
基

― 
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
と
脱
炭
素
に
向
け
て
原
子
力
が

　

 
注
目
さ
れ
る 

―

追跡

原子力
二
〇
二
三
年
七
月
現
在
、
日
本
で
は
、
一
〇
基
の
原
子
炉
が
稼
働
中
で
、
七
基
の
原
子
炉
が
新
規
制
基
準
に

合
格
し
て
い
ま
す
。

今
、
世
界
で
は
ど
の
よ
う
な
動
き
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
原
子
力
産
業
協
会
の
発
表
し
た
「
世
界
の

原
子
力
発
電
開
発
の
動
向
」な
ど
の
資
料
を
も
と
に
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
編
集
部
）

（世界の原子力発電開発の動向2023年版）
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ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
、
西
側
諸

国
で
は
原
子
力
発
電
所
の
燃
料
の
調
達
先
か

ら
ロ
シ
ア
を
除
外
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
二
〇
二
三
年
四
月
に
、
ア
メ
リ
カ
、

カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
日
本
の

五
か
国
は
、
Ｇ
５
と
し
て
、
原
子
燃
料
分
野

で
の
協
力
に
関
す
る
声
明
を
出
し
ま
し
た
。

ウ
ラ
ン
濃
縮
な
ど
の
燃
料
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
分
野
で
協
力
す
る
こ
と
で
、
ロ
シ
ア
依
存

度
を
低
減
す
る
ね
ら
い
で
す
。

　

し
か
し
、
世
界
で
開
発
中
の
Ｓ
Ｍ
Ｒ
を
含

む
先
進
的
原
子
炉
の
多
く
が
必
要
と
す
る
Ｈ

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｕ
燃
料
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
が
供

給
を
独
占
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
ロ
シ
ア

依
存
低
減
の
た
め
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

中
国
は
世
界
二
位
の
原
子
力
発
電
量

　

中
国
で
は
二
〇
二
二
年
以
降
、
新
た
に
三

基
が
営
業
運
転
を
開
始
、
六
基
が
着
工
し
て

い
ま
す
。
建
設
中
の
原
子
力
発
電
所
は
二
四

基
と
世
界
全
体
の
約
三
割
を
占
め
て
お
り
、

原
子
力
分
野
で
抜
き
ん
で
出
た
勢
い
を
見
せ

て
い
ま
す
。設
備
容
量
は
世
界
三
位
で
す
が
、

ョ
ー
ジ
ア
州
の
ボ
ー
グ
ル
原
子
力
発
電
所

３
号
機
が
六
月
中
に
も
運
転
を
開
始
し
ま

す
。
こ
れ
は
ウ
ェ
ス
チ
ン
グ
ハ
ウ
ス
が
設
計

し
た
革
新
軽
水
炉
「
Ａ
Ｐ
１
０
０
０
」
で
、

事
故
や
災
害
で
原
子
炉
が
停
止
し
た
場
合

で
も
、
自
動
的
に
冷
却
で
き
ま
す
。
同
四
号

機
も
今
後
運
転
を
開
始
し
ま
す
が
、
他
に
建

設
中
の
原
子
炉
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
米
原
子
力
規
制
委
員
会
（
Ｎ
Ｒ

Ｃ
）
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ケ
ー
ル
・
パ
ワ
ー
社
が

二
〇
二
九
年
の
稼
働
を
目
指
す
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の

設
計
を
認
証
す
る
な
ど
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
開
発
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

隣
国
の
カ
ナ
ダ
も
Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
カ
ナ
ダ
で
は
、
Ｏ
Ｐ
Ｇ
社
が
ダ

ー
リ
ン
ト
ン
サ
イ
ト
で
、
Ｇ
Ｅ
日
立
・
ニ
ュ

ー
ク
リ
ア
・
エ
ナ
ジ
ー
社
の
Ｂ
Ｗ
Ｒ
Ｘ
―
３

０
０
を
カ
ナ
ダ
初
の
Ｓ
Ｍ
Ｒ
建
設
計
画
と

し
て
選
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ニ
ュ
ー
ブ

ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
州
と
サ
ス
カ
チ
ュ
ワ
ン

州
の
両
政
府
は
、
二
〇
二
三
年
四
月
に
、
Ｓ

Ｍ
Ｒ
の
建
設
を
念
頭
に
置
い
た
協
力
の
強

化
で
合
意
し
ま
し
た
。

　

欧
州
で
は
原
子
力
大
国
で
あ
る
フ
ラ
ン

ス
の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
が
原
子
力
推
進
政

策
を
表
明
し
ま
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
も
二
〇

二
二
年
四
月
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
戦

略
」を
発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
発
表
で
は
、

原
子
力
発
電
を
「
唯
一
の
信
頼
性
の
高
い
実

証
済
み
の
低
炭
素
電
源
」
と
言
及
し
て
お

り
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
を
含
め
て
、
二
〇
五
〇
年
ま
で

に
現
在
の
約
三
倍
と
な
る
最
大
二
四
〇
〇

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
原
子
力
発
電
を
の
確
保

す
る
を
計
画
と
な
り
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
二
三
年
四
月
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
韓

国
と
原
子
力
な
ど
に
関
す
る
共
同
宣
言
を

発
表
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
二
三
年
六

月
に
は
ア
メ
リ
カ
と
経
済
分
野
に
お
け
る

協
力
強
化
の
枠
組
み
で
あ
る
「
大
西
洋
宣

言
」
を
発
表
し
、
民
生
用
原
子
力
分
野
で
政

府
間
の
協
力
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ベ
ル
ギ
ー
で
は
二
〇
〇
三
年
に
脱
原
子

力
の
基
本
方
針
を
決
定
し
、
二
〇
二
五
年
に

脱
原
子
力
を
達
成
す
る
予
定
で
し
た
。
し
か

し
、
原
子
力
の
代
替
電
源
の
確
保
や
気
候
変

動
対
策
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

な
ど
を
受
け
て
、
時
期
を
延
期
し
、
最
も
新

し
い
ド
ー
ル
４
号
機
と
チ
ア
ン
ジ
ュ
３
号

機
の
運
転
期
間
を
、
二
〇
三
五
年
ま
で
一
〇

年
延
長
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ド
イ
ツ
は
脱
原
子
力
政
策
を
進
め
て
い

ま
す
。
二
〇
二
二
年
末
に
す
べ
て
の
原
子
炉

を
閉
鎖
す
る
予
定
で
し
た
が
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
不

足
や
価
格
高
騰
の
懸
念
か
ら
、
閉
鎖
予
定
だ

っ
た
原
子
炉
を
予
備
電
源
と
し
て
待
機
さ

せ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
二
三
年
四

月
に
最
後
の
原
子
炉
が
運
転
を
停
止
し
、
脱

原
子
力
政
策
を
達
成
し
ま
し
た
。
た
だ
、
脱

原
子
力
に
つ
い
て
は
国
民
の
間
で
も
意
見

が
割
れ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
し
て
電
力
価

格
の
高
騰
を
抑
え
、
脱
炭
素
を
進
め
る
の

か
、
課
題
が
残
り
ま
す
。

依
然
と
し
て
ロ
シ
ア
の
影
響
力
は
大
き
い

　

ロ
シ
ア
の
国
営
原
子
力
企
業
で
あ
る
ロ

ス
ア
ト
ム
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
以
降
の
厳

し
い
経
済
制
裁
の
中
で
も
売
り
上
げ
を
増

加
さ
せ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
新
燃
料
や
高

速
炉
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
中

国
や
エ
ジ
プ
ト
、
ト
ル
コ
で
の
原
子
力
発
電

所
の
建
設
も
契
約
通
り
に
進
め
て
お
り
、
ロ

シ
ア
の
原
子
力
市
場
で
の
影
響
力
は
依
然

と
し
て
大
き
い
状
況
で
す
。
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原
子
力
発
電
量
に
つ
い
て
は
世
界
二
位
で
、

原
子
力
発
電
規
模
も
数
年
の
う
ち
に
フ
ラ

　

中
国
の
原
子
力
主
要
設
備
の
国
産
化
率

は
九
〇
％
以
上
で
、
パ
キ
ス
タ
ン
や
イ
ギ
リ

ス
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
原
子
力
を
輸
出
し
て

お
り
、
国
際
市
場
で
の
存
在
感
は
今
後
も
増

し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

韓
国
で
は
二
〇
二
二
年
五
月
に
尹
ゆ
ん
そ
ん
に
ょ
る

錫
悦

新
政
権
が
発
足
し
ま
し
た
。
脱
原
子
力
政
策

を
破
棄
し
、
原
子
力
推
進
へ
方
針
を
大
転
換

し
ま
し
た
。
文む
ん
じ
ぇ
い
ん

在
寅
前
政
権
で
建
設
中
断
・

白
紙
化
さ
れ
た
新
ハ
ヌ
ル
原
子
力
発
電
所

３
・
４
号
機
の
建
設
再
開
、
二
〇
三
〇
年
ま

で
に
原
子
炉
一
〇
基
輸
出
な
ど
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。

　

海
外
輸
出
に
つ
い
て
は
、
ア
ラ
ブ
首
長
国

連
邦
の
バ
ラ
カ
１
・
２
号
機
が
運
転
中
で
、

３
号
機
も
運
転
準
備
を
終
え
て
お
り
、
４
号

機
が
来
年
に
完
成
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
二
〇
二
二
年
八
月
に
エ
ジ
プ
ト
の

エ
ル
ダ
バ
原
子
力
発
電
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
タ
ー
ビ
ン
建
屋
建
設
を
受
注
し
て
お
り
、

そ
の
ほ
か
に
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
チ
ェ
コ
、
ト

ル
コ
な
ど
で
も
原
子
力
の
輸
出
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

韓
国
で
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

処
理
水
放
出
を
め
ぐ
り
、
不
安
感
が
強
ま
っ

て
い
ま
す
。
二
〇
二
三
年
六
月
に
は
、
韓
国

原
子
力
学
会
が
、
処
理
水
に
関
す
る
不
安
を

煽
る
勢
力
へ
の
公
開
討
論
を
呼
び
か
け
る

な
ど
、
韓
国
内
の
肯
定
的
な
世
論
形
成
へ
向

け
て
積
極
的
に
対
応
す
る
方
針
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
七
月
に
は
韓
国
政
府
が
処
理
水

の
海
洋
放
出
計
画
に
関
し
て
独
自
に
行
っ

た
調
査
や
分
析
を
発
表
し
ま
し
た
。
報
告
書

で
は
処
理
水
が
計
画
通
り
に
放
出
さ
れ
れ

ば
、
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
な
ど

の
国
際
基
準
に
合
致
し
、
韓
国
の
海
域
に
は

ほ
と
ん
ど
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
結
論
付

け
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
韓
国
国
内
で
は
、
依
然
、

処
理
水
放
出
に
よ
る
健
康
被
害
へ
の
懸
念

が
根
強
い
状
況
で
す
。
韓
国
内
で
は
韓
国
産

の
水
産
物
に
対
す
る
不
安
も
高
ま
っ
て
お

り
、
海
産
物
の
買
い
控
え
が
起
こ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
韓
国
で
は
野
党
が
処
理
水
へ
の

批
判
を
し
て
い
る
一
方
で
、
政
府
与
党
は
海

産
物
の
安
全
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す

が
、
世
論
調
査
機
関
「
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
」
が
六

月
に
発
表
し
た
調
査
結
果
で
は
、「
心
配
」

が
八
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

ン
ス
を
超
え
て
世
界
二
位
と
な
る
見
込
み

で
す
。

追 跡 原 子 力
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